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み 

 

第
五
十
四
回 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
宇
都
宮
大
会
案
内
号 

 

例
年
、
関
東
近
県
で
開
催
し
て
い
る
夏
季
合
宿
研
究
会
（
通
称
：
全

国
大
会
）
で
す
が
、
今
年
度
は
第
二
十
一
回
日
光
鬼
怒
川
大
会
以
来
、

三
十
数
年
ぶ
り
の
栃
木
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

東
京
か
ら
鈍
行
で
約
二
時
間
の
距
離
に
あ
る
宇
都
宮
市
の
国
語
教

育
は
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
を
中
心
と
し
て
、
よ
り
よ

い
授
業
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
地
元
の
国
語
教
育
の
黎
明
期
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

が
、
当
時
、
宇
大
附
属
小
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
、
柏
村
政
先
生
、
川
村

滋
先
生
、
柴
田
悦
子
先
生
で
す
。
三
名
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
先
生
方

が
、
よ
り
よ
い
実
践
と
、
実
践
を
高
め
合
う
仲
間
を
求
め
て
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、
こ
こ
「
日
本
国
語
教
師
の
会
（
欅
の
会
）
」
で
し
た
。
今

か
ら
三
十
年
以
上
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

時
を
隔
て
て
六
年
前
、
小
生
が
お
茶
の
水
女
子
大
附
属
小
学
校
の
岡

田
博
元
先
生
に
発
表
の
お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

宇
都
宮
は
日
本
国
語
教
師
の
会
と
の
再
会
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
私
は
、
こ
の
会
が
宇
都
宮
の
国
語
教
育
を
拓
い
た
先
輩
方 

 

 
 

２ ８ 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

２ 

 

と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
国
語
教
育
に

つ
い
て
語
り
合
う
こ
の
良
き
熱
を
、
宇
都
宮
の
仲
間
と
少
し
ず
つ
広
げ

て
い
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。 

宇
都
宮
大
会
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
を
踏
ま
え
、
国
語
教
育
実
践
研

究
の
熱
を
時
を
超
え
て
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
新
た
な
時
代
を
拓
く

実
践
者
と
の
化
学
反
応
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
、
新
た
な
時

代
を
拓
く
実
践
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と

に
し
ま
す
。 

本
大
会
の
副
主
題
「
学
び
続
け
る
主
体
を
育
て
る
」
は
、
新
学
習
指

導
要
領
が
提
示
す
る
問
題
意
識
に
共
感
す
る
立
場
で
設
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。
問
題
意
識
の
中
心
は
、
「
予
測
困
難
な
社
会
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
の
進
歩
と
と
も
に
巻
き
起
こ
る
経
済

社
会
の
変
貌
、
情
報
の
爆
発
的
な
氾
濫
、
様
々
な
境
界
（
地
域
・
国
家

等
）
の
融
解
に
代
表
さ
れ
る
、
社
会
全
体
の
加
速
度
的
変
化
を
指
し
た

言
葉
が
「
予
測
困
難
な
社
会
」
な
の
で
す
。 

こ
う
し
た
社
会
の
加
速
度
的
な
変
化
に
応
じ
て
、
自
信
を
変
革
・
成

長
さ
せ
続
け
ら
れ
る
主
体
、
す
な
わ
ち
「
学
び
続
け
る
主
体
」
を
育
て

る
こ
と
は
、
実
践
者
に
求
め
ら
れ
る
切
迫
し
た
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ

30 
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う
。
こ
こ
で
、
目
指
す
対
象
像
を
「
子
ど
も
」
で
は
な
く
敢
え
て
「
主

体
」
と
す
る
の
は
、
私
た
ち
の
実
践
が
、
子
ど
も
た
ち
の
現
在
で
は
だ

け
で
な
く
、
未
来
を
含
め
た
「
学
び
続
け
る
姿
」
を
射
程
に
お
く
必
要

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

 

本
大
会
は
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
迫
っ
た
「
予
測
困
難
な
社
会
」
と

対
峙
す
る
た
め
、
時
を
超
え
た
実
践
研
究
の
熱
を
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
関
東
圏
以
外
の
先
生
方
と
互
い
を
磨
き
合
え
る

数
少
な
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
会
事
務
局
長 

山
中 

勇
夫
） 

 

第
五
十
四
回 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
宇
都
宮
大
会 

 

 

一 

主 

題 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育 

 
 
 
 
 
 

―
学
び
続
け
る
主
体
を
育
て
る
国
語
の
教
室
― 

主
催 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

後
援 

栃
木
県
教
育
委
員
会
（
予
定
） 

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会 

 

二 

と 

き 

平
成
三
十
年
八
月
四
日
（
土
）
～ 

五
日
（
日
） 

 

三 

と
こ
ろ 

宇
都
宮
大
会
教
育
学
部
六
号
館
・
八
号
館
・
学
生
会
館 

〒321-8505 

栃
木
県
宇
都
宮
市
峰
町350 

 

TEL

：028-649-8172 

交
通
：
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
「
宇
都
宮
」
駅
東
口
よ
り
バ
ス
十
分 

【
宿
泊
】
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

TEL

：028-635-5511 

 
 
 
 

〒320-0811 

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り2-4-6 

四 

日 

程 

 

【
第
一
日
】
八
月
四
日
（
土
）
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部 

六
号
館 

 １ 

受 

付 
 
 

九
：
〇
〇
～
九
：
三
〇 

 ２ 

開
会
式 

 
 

九
：
三
〇
～
九
：
五
〇 

 

① 

開
会
の
こ
と
ば 

 

大
会
事
務
局
長 

山
中 

勇
夫 

（
栃
木
） 

② 

挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏
村 

 

政 

（
栃
木
） 

③ 

大
会
運
営
の
連
絡 

大
会
事
務
局 

 

海
老
澤 

正
臣
（
栃
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

  

３ 

は
じ
め
の
話 

九
：
五
〇
～
一
〇
：
二
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
会
委
員
長 

 

川
村 

 

滋 

（
栃
木
） 

 ４ 

研
究
発
表 

 

一
〇
：
三
〇
～
一
二
：
〇
〇 

 

森 
 

健 
 

（
栃
木
）
他
一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５ 

先
達
に
学
ぶ 

一
三
：
〇
〇
～
一
四
：
二
〇 

 

柴
田 

悦
子 

（
栃
木
）
他
一
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ 
ゲ
ス
ト
の
話
（
記
念
講
演
）
一
四
：
三
〇
～
一
六
：
〇
〇 

 
 
 
 
 
 

講
師 

 

佐
藤 

由
紀
子 

氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
Ｆ
Ｍ
栃
木
「
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ 

Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
」 
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７ 

記
念
撮
影 

 ８ 
懇
親
会 

 
 

一
八
：
〇
〇
～
二
〇
：
〇
〇 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

 

【
第
二
日
】
八
月
六
日
（
日
）
宇
都
宮
大
会
教
育
学
部
八
号
館
・
学
生
会
館 

 

１ 

受
付 

 
 
 
 
 

八
：
三
〇
～
九
：
〇
〇
（
八
号
館
） 

 

２ 

実
践
報
告
分
科
会 

九
：
〇
〇
～
一
二
：
〇
〇 

◆
低
学
年
分
科
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
中
学
年
分
科
会 

 
 

各
分
科
会
と
も
、
発
表
者
二
名
、 

 
 

◆
高
学
年
分
科
会 

 
 

指
定
討
論
者
二
名
を
予
定 

 
 

 

３ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

一
二
：
五
〇
～
一
五
：
〇
〇 

 
 

「
学
び
続
け
る
主
体
を
育
て
る
国
語
の
教
室
」 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 

内
丸 

友
之
（
茨
城
） 

山
中 

勇
夫(
栃
木)  

 

渡
辺 

哲
男
（
東
京
・
立
教
大
学
） 

 

４ 

ま
と
め
の
話
（
総
括
講
演
）
一
五
：
一
五
～
一
五
：
四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５ 

閉
会
式 
 
 
 
 

一
五
：
四
五
～ 

 
 
 
 

 

 
 

・
会
代
表
挨
拶 

・
参
加
者
代
表
挨
拶 

・
閉
会
の
こ
と
ば 

 

６ 

交
流
の
集
い 

 
 

一
七
：
〇
〇
～ 

  

五 

参
加
費
等 

大
会
参
加
費
：
四
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
・
会
場
費
等
） 

地
元
（
栃
木
県
内
に
勤
務
校
）：
参
加
費
三
〇
〇
〇
円 

学
生
参
加
費
：
二
〇
〇
〇
円 

 

当
日
受
付
で
集
め
ま
す
。 

 

宿
泊
費
：
一
泊
九
七
〇
〇
円
（
朝
食
食
付
税
込
） 

懇
親
会
費
：
五
〇
〇
〇
円
（
予
定
）
で
す
。 

六 

申
込
方
法 

七
月
二
十
八
日
（
水
）
ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

前
述
の
宿
泊
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
七
月
二
十
四
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

七 

申
込
先 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

 
 
 
 
 
 

【
Ｈ
Ｐ
】https://www.keyakikokugo.com 

【
メ
ー
ル
】info@keyakikokugo.com   

 

八 

研
究
発
表
等 

研
究
発
表
（
八
月
五
日
午
前
若
干
名
）
分
科
会
実
践
報

告
（
八
月
六
日
午
前
、
上
・
中
・
下
学
年
各
若
干
名
）
を

ご
希
望
の
方
は
六
月
二
十
二
日
（
土
）
ま
で
に
、
テ
ー
マ

や
内
容
を
明
記
し
て
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し

て
受
付
順
に
決
定
し
ま
す
。
大
会
事
務
局
よ
り
依
頼
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 
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発
表
要
項
は
Ａ
４
用
紙
を
縦
長
、
縦
書
き
に
し
て
四
枚

以
内
に
ま
と
め
、
七
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に
、
申
込
先

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
期
日
に
遅
れ
た
方
は
、
当
日
一
〇

〇
部
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

九 

そ
の
他 

①
当
日
受
付
も
し
ま
す
が
、
参
加
者
数
に
よ
り
資
料
を
お
渡

し
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

②
受
付
場
所
は
、
八
月
四
日(

土)

が
教
育
学
部
六
号
館
、 

 

五
日(

日)

が
教
育
学
部
八
号
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

【大
会
役
員
】  

大
会
委
員
長 

 
 

  

川
村 

 

滋 
 

(

元
宇
都
宮
市
立
宮
の
原
小
学
校) 

大
会
事
務
局
長 

 
 

山
中 

勇
夫 

 
(

宇
都
宮
市
立
御
幸
小
学
校) 

大
会
副
事
務
局
長 

 

海
老
澤
正
臣 

(

宇
都
宮
市
立
豊
郷
中
央
小
学
校
） 

大
会
事
務
局 

 
 

 
 

秋
山 

 

誠 
 

(

前
浦
安
市
立
美
浜
南
小
学
校) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
田 

博
元 
 

(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

片
山 

守
道 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
取 

俊
夫 

 
(

練
馬
区
立
八
坂
小
学
校
） 

松
木 

正
子 

 
(

前
十
文
字
学
園
女
子
大
学
） 

廣
瀬 

修
也 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

横
内 

智
子 

 
(

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校) 

若
林 

富
男 

 
(

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
） 

石
塚 

 

諭 
 

(

宇
都
宮
大
学) 

【
実
践
報
告
】 

領
域
を
つ
な
ぎ
、
考
え
を
つ
な
げ
る
こ
と
ば
の
学
習 

～
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
用
い
た
実
践 

「
自
分
の
こ
と
を
書
い
て
み
る
」
（
二
年
）
か
ら
～ 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校 

岡
田
博
元 
 

１ 

「
聴
く
」
と
「
書
く
」
を
つ
な
ぐ 

 

子
ど
も
た
ち
が
聞
き
手
と
し
て
学
習
に
参
加
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
表
出

は
多
様
で
あ
る
。
応
答
を
そ
の
場
で
言
語
化
で
き
る
子
、
視
線
や
表
情
か
ら

熱
心
さ
が
伝
わ
る
子
、
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
懸
命
に
咀
嚼
し
よ
う
と
し
て

い
る
子
な
ど
、
そ
の
場
だ
け
で
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
「
聴
く
」
を
行
っ
て
い

る
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
、
多
様
な
姿
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

表
出
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
聴
き
手
は
常
に
思
考
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

本
校
国
語
部
で
は
、
「
聴
く
・
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
挙
げ
て
い
る
。
「
考

え
」
も
「
聴
く
」
と
同
様
、
他
者
が
把
握
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
思
考
を
ど
う
見
と
る
か
」
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。
本
実
践
で
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
複
数
領
域
で
思

考
・
表
現
を
合
わ
せ
て
見
と
る
こ
と
を
考
え
た
。 

 

「
聞
く
こ
と
」
の
活
動
で
話
題
に
な
っ
た
問
題
意
識
が
子
ど
も
の
中
に
ど

の
よ
う
な
形
で
内
化
し
、
「
書
く
こ
と
」
の
表
現
と
し
て
表
れ
る
か
。
書
い

た
も
の
を
推
敲
す
る
過
程
で
、
書
き
方
が
ど
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
た
の
か
を

見
て
い
く
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
考

え
方
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。 
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２ 

低
学
年
版
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

(
１)
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は 

ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
実
践
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
学
び
方
で
、
子
ど
も
を
成
長

し
て
い
く
一
人
の
書
き
手
と
し
て
捉
え
、
自
分
で
書
く
題
材
を
選
び
、
作
文
の
プ

ロ
セ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
で
次
第
に
「書
く
こ
と
」が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
と
い 

う
考
え
方
に
立
つ
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
         

個
別
的
な
作
文
指
導
過
程
（
表
１
）
で
重
要
と
さ
れ
る
①
の
モ
デ
リ
ン
グ

や
③
の
足
場
か
け
を
、
友
だ
ち
や
教
師
と
対
話
す
る
こ
と
で
行
っ
て
い
く
こ

と
が
、W.W.

の
手
順
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
書
き
た
い
こ

と
を
声
に
出
し
、自
分
の
想
い
や
表
し
方
を
確
か
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

(

２)

本
実
践
で
の
学
習
過
程 

本
実
践
で
は
、
書
き
手
が
友
だ
ち
の
声
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
「
書
く
対

象
」
や
「
書
き
表
し
方
」
に
つ
い
て
の
意
識
を
、
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
様
々
な
声
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
定
す
る
た
め
に
、

図
１
の
推
敲
（
相
談
）
が
様
々
な
場
面
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
具
体
的

に
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
書
く
過
程
の
中
心
に
相
談
を
位
置
付
け
、
取
材
段

階
・
作
品
化
し
た
段
階
・
発
表
の
段
階
と
い
う
三
つ
の
場
面
で
、
他
者
と
と

も
に
推
敲
す
る
場
面
を
設
け
た
。 

 

低
学
年
と
い
う
発
達
段
階
を
考
え
、

複
数
の
モ
デ
ル
と
出
会
い
な
が
ら
、
①

書
く
対
象
に
つ
い
て
、
②
書
き
表
し
方

に
つ
い
て
、
③
推
敲
（
質
問
）
の
仕
方

に
つ
い
て
、
全
体
で
モ
デ
リ
ン
グ
の
機

会
を
多
く
も
つ
よ
う
に
し
た
。 

「
書
き
貯
め
た
中
か
ら
一
つ
を
選
ん
で

文
集
に
掲
載
す
る
こ
と
」
を
ゴ
ー
ル
と

し
、
一
つ
の
作
品
を
書
き
上
げ
た
ら
終

わ
り
で
は
な
く
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
継
続
し
て
い
く
。 

 

３ 

学
習
指
導
計
画
（帯
単
元 

全
二
十
時
間
） 

(

１)

目
標
や
計
画
を
考
え
、
表
現
形
式
を
決
め
る 

(

２)

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
組
み
立
て
る 

(

３)

下
書
き
を
し
、
書
き
足
す 

(

４)

ペ
ア
で
読
み
合
い
、
質
問
や
付
け
足
し
を
す
る 

(

５)

付
け
足
し
・
修
正
を
す
る 

 
(

６)

発
表
を
す
る 

 
 

(

７)

清
書
・
校
正
を
す
る 

(

８)

次
の
作
品
の
目
標
や
計
画
を
考
え
る 

※
二
十
時
間
の
中
で
、
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
（
１
）
～
（
８
）
を
く
り
返

し
経
験
す
る
よ
う
に
し
た
。
毎
時
間
の
展
開
は
、
①
発
表
と
共
同
推
敲 

②

個
人
の
学
習 

③
相
談
で
の
共
有
を
基
本
と
す
る
。 

 

モ
デ
リ
ン
グ       

模
範
を
示
し
、
観
察
し
て
学
ぶ 

コ
ー
チ
ン
グ       

教
師
が
具
体
的
に
指
導
す
る 

ス
キ
ャ
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ 

支
援
し
な
が
ら
独
力
で
進
め
る 

フ
ェ
イ
デ
ィ
ン
グ 

 
 

支
援
を
少
な
く
し
自
立
さ
せ
る 

表１：認知的師弟モ 

デルによる作文指導 

（森敏明2002） 
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４ 

対
話
と
作
品
の
変
化 

 
本
単
元
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
作
品
を
も
と
に
対
話
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

「
対
象
の
理
解
」
と
「
表
現
方
法
の
理
解
」
が
進
み
、
整
理
さ
れ
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
る
。
例
と
し
て
人
気
ア
ニ
メ
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
」
を
題

材
と
し
た
、
Ｄ
児
の
変
容
を
取
り
上
げ
る
。 

こ
の
日
は
、
「
好
き
な
テ
レ
ビ
は
ポ
ケ
モ
ン
で
、
メ
ガ
シ
ン
カ
に
つ
い
て

知
ら
せ
た
い
」
と
い
う
Ｄ
児
が
下
書
き
を
発
表
し
、
聴
き
手
が
気
付
い
た
こ

と
を
話
し
合
う
形
で
行
っ
た
。 

Ｄ
児
は
整
理
し
て
書
く
こ
と
は
得
意
で
は
な
く
、
最
初
に
書
い
て
発
表
し

た
の
が
表
２
で
あ
る
。
好
き
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を

プ
レ
イ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
用
語
や
固
有
名
詞
が
並
ん

で
い
る
。
ま
た
、
「
さ
い
強
」
「
強
い
」
と
い
う
表
現
が
、
く
り
返
し
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
Ｄ
児
に
は
書
い
た
も
の
を
読
み
直
す
習
慣

が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

表
３
は
、
こ
の
文
を
読
み
上
げ
た
Ｄ
児
の
発
表
に
続
く
、
子
ど
も
た
ち
の

反
応
で
あ
る
。
Ｄ
児
の
発
表
が
「
ど
う
や
っ
た
ら
わ
か
り
や
す
く
な
る
か
」

を
考
え
な
が
ら
、
気
に
な
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。 

「
わ
か
り
や
す
さ
」
に
着
目
し
て
意
見
が
言
え
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
、
話

し
言
葉
を
み
ん
な
で
書
き
言
葉
に
直
し
て
い
く
「
共
同
推
敲
」
を
繰
り
返
し

て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
獲
得
し
て
い
た
話
し
方
と
い
え
る
。 

 

教
師
は
、
話
し
合
い
の
中
で
挙
が
っ
た
指
摘
に
関
わ
る
「
作
文
の
ワ
ザ
」

を
視
覚
化
す
る
た
め
に
板
書
し
た
。
こ
の
時
は
、
子
ど
も
た
ち
の
話
の
中
か

ら
「
～
と
は
」
「
数
を
し
ぼ
っ
て
」
「
例
え
ば
」
と
い
う
作
文
の
ワ
ザ
を
抽

出
し
て
、
他
の
子
ど
も
た
ち
に
も
意
識
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 

誰
か
が
気
付
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
発
表
者
（
Ｄ
児
）
が
答
え
る
の
で
は

な
く
、
別
の
子
が
そ
れ
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
示
す
る
こ
と
で
話
が

Ｃ
１
：
最
初
か
ら
「
え
い
ゆ
う
」
と
か
「
デ
ン
セ
ツ
」
と
言
っ
て
た
け
ど
、
ポ
ケ
モ
ン

を
知
ら
な
い
人
が
い
る
の
で
、
ポ
ケ
モ
ン
が
何
か
を
始
め
に
書
い
た
方
が
い
い 

Ｔ
：
ポ
ケ
モ
ン
っ
て
短
く
説
明
す
る
に
は
何
て
言
っ
た
ら
い
い
？ 

Ｃ
２
：
モ
ン
ス
タ
ー
を
育
て
て
、
モ
ン
ス
タ
ー
同
士
で
戦
わ
せ
る
ゲ
ー
ム
で
、
今
は

X
Y

Z

が
… 

Ｃ
３
：
ポ
ケ
モ
ン
の
名
前
が
た
く
さ
ん
出
た
け
ど
、
途
中
で
わ
か
ん
な
く
な
っ
ち
ゃ
う

か
ら
、
何
個
か
に
し
て
。 

Ｃ
４
：
メ
ガ
シ
ン
カ
の
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

Ｃ
５
：
メ
ガ
シ
ン
カ
っ
て
い
う
の
は
？ 

Ｄ
児
：
メ
ガ
シ
ン
カ
っ
て
い
う
の
は
…
（
言
葉
に
つ
ま
る
） 

Ｃ
６
：
何
か
の
ポ
ケ
モ
ン
を
使
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
み
た
い
に
。 

Ｔ
：
じ
ゃ
あ
、
例
え
ば
で
説
明
し
て
。 

Ｄ
児
：
え
っ
と
、
ミ
ュ
ウ
ツ
ー
だ
っ
た
ら
…
（
後
略
） 

ぼ
く
が
す
き
な
テ
レ
ビ
は
ポ
ケ
モ
ン
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ポ
ケ
モ
ン
は
「
え
い
ゆ

う
」
「
で
ん
せ
つ
」
「
ま
ぼ
ろ
し
」
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
強
い
し
、

ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
を
え
い
ゆ
う
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
に
な
る
と
さ
い
強
で
強
い
か
ら
で
す
。
強
い

し
、
メ
ガ
シ
ン
カ
す
る
と
さ
い
強
で
こ
う
げ
き
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

 

メ
ガ
し
ん
か
は
き
づ
な
が
な
い
と
メ
ガ
シ
ン
カ
で
き
ま
せ
ん
。
ナ
イ
ト
が
な
い
と

メ
ガ
は
で
き
ま
せ
ん
。 

メ
ガ
す
る
ポ
ケ
モ
ン
は
、
「
レ
ッ
グ
ザ
」
「
リ
ザ
ー
ド
ン
」
「
カ
メ
ッ
ク
ス
」
「
フ

シ
ギ
ガ
ス
」
「
プ
テ
ラ
ノ
ス
ピ
ア
ー
」
「
ハ
ッ
サ
ム
ホ
ー
マ
ン
ダ
ル
カ
リ
オ
ラ
ダ
ラ

ー
ジ
」
「
ジ
ュ
プ
ト
ル
バ
ー
シ
モ
ン
」
「
メ
タ
グ
ロ
ス
ミ
ュ
ウ
ツ
ー
」
「
オ
ニ
ゴ
ー

リ
ピ
ジ
ュ
ッ
ト
」
で
す
。
ナ
イ
ト
を
見
つ
け
て
メ
ガ
シ
ン
カ
が
で
き
ま
す
。 

表２：D児のはじめの話 

表３：D児の話への反応 
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展
開
し
て
い
く
。
こ
の
場
面
で
は
、
「
質
問
」
「
言
い
換
え
」
「
提
案
」
を

通
し
て
表
れ
た
着
眼
点
が
「
作
文
の
ワ
ザ
」
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
納
得
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
Ｄ
児
の
作
文
は
、
そ
の

後
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
。 

最
初
の
話
と
比
べ
る
と
、
「
ポ
ケ
モ
ン
と
は
」
「
数
を
し
ぼ
る
」
「
例
え

ば
」
と
い
っ
た
、
聴
き
手
か
ら
の
声
を
取
り
入
れ
た
文
章
に
な
っ
て
お
り
（
表

４
傍
線
部
）
、
劇
的
に
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。 

Ｄ
児
は
こ
の
文
を
一
人
で
ま
と
め
直
し
た
の
で
は
な
く
、
ポ
ケ
モ
ン
好
き

の
友
だ
ち
Ｆ
児
と
楽
し
く
対
話
し
な
が
ら
書
き
上
げ
て
い
る
。
誤
字
脱
字
や

表
記
の
重
な
り
が
多
い
Ｄ
児
が
「
作
文
の
ワ
ザ
」
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
文
章

に
転
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ど
ん
な
ワ
ザ
を
使
え
ば
い
い
か
は
話
し
合
い

に
よ
っ
て
意
識
で
き
て
も
、
「
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
い
い
か
」
ま
で
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

相
談
に
よ
っ
て
「
ど
の
よ
う
に
使
う
か
」
が
は
っ
き
り
し
、
Ｆ
児
に
よ
っ
て

重
複
が
指
摘
さ
れ
た
り
、
説
明
が
補
足
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え

る
と
、
出
来
上
が
っ
た
文
は
Ｄ
児
と
Ｆ
児
の
合
作
と
も
言
え
る
。 

 

５ 

考
察 

「作
文
の
ワ
ザ
」を
足
場
に
協
働
の
知
が
生
ま
れ
る 

本
単
元
で
の
作
文
に
は
、
Ｄ
児
の
例
の
よ
う
に
、
自
分
一
人
の
手
で
書
き

上
げ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
あ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
児
が
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
が
Ｆ
児
は
知
っ
て
い
た
「
～
と
は
」
と
い
う
作
文
の
ワ
ザ
は
、
発
表

と
質
問
に
よ
っ
て
み
ん
な
が
共
有
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

さ
ら
に
、
「
作
文
の
ワ
ザ
」
を
も
と
に
し
た
Ｆ
児
と
の
相
談
に
よ
っ
て
、

Ｄ
児
が
何
を
伝
え
た
い
の
か
が
、
言
語
化
さ
れ
て
い
く
過
程
が
わ
か
る
。
Ｄ

児
は
Ｆ
児
と
い
う
他
者
を
介
し
て
、
自
分
が
書
き
た
か
っ
た
こ
と
を
は
っ
き

り
と
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

本
単
元
の
単
元
名
は
「
自
分
の
こ
と
を
書
い
て
み
る
」
で
あ
る
が
、
書
い

て
み
た
こ
と
で
、
他
者
と
つ
な
が
り
、
言
葉
を
通
し
て
自
分
と
向
き
合
い
直

す
過
程
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

     

ぼ
く
が
好
き
な
テ
レ
ビ
は
ポ
ケ
モ
ン
で
す
。
ポ
ケ
モ
ン
は
、
サ
ト
シ
が
主
人
公
で
ポ

ケ
モ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
め
ざ
し
て
、
し
ん
か
し
て
強
く
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
「
え

い
ゆ
う
」
「
テ
ン
セ
ツ
」
「
マ
ボ
ロ
シ
」
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。 

ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
は
「
え
い
ゆ
う
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
」
に
な
り
ま
す
。
強
い
し
、
メ
ガ
シ
ン
カ

を
す
る
と
、
こ
う
げ
き
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

 

メ
ガ
シ
ン
カ
は
、
き
ず
な
が
な
い
と
メ
ガ
シ
ン
カ
で
き
ま
せ
ん
。
ポ
ケ
モ
ン
ナ
イ
ト

が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。 

 

メ
ガ
シ
ン
カ
す
る
ポ
ケ
モ
ン
は
レ
ッ
グ
ウ
ガ
・
リ
ザ
ー
ド
ン
・
カ
メ
ッ
ク
ス
な
ど

で
す
。
あ
と
な
ん
と
う
も
い
ま
す
。 

 

メ
ガ
シ
ン
カ
は
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
ナ
イ
ト
を
見
つ
け
て
メ
ガ
シ
ン
カ

で
き
ま
す
。
ポ
ケ
モ
ン
は
、
し
ん
か
し
て
わ
ざ
を
お
ぼ
え
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
ミ
ュ
ウ
ツ
ー
は
ミ
ュ
ウ
ツ
ナ
イ
ト
Ｙ
を
つ
か
う
と
、
こ
う
げ
き
が
ア
ッ
プ

し
て
メ
ガ
ミ
ュ
ウ
ツ
ー
Ｙ
に
な
り
ま
す
。 

表４：D児の作文 
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◇
◇ 

会
案
内 

◇
◇ 

 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
研
究
で
め
ざ
す
も
の 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、
二
十
一
世
紀
の
国
語
学
習
の
在
り
方
の

探
求
す
る
研
究
集
団
で
あ
る
。 

子
ど
も
た
ち
が
「自
ら
国
語
の
力
を
獲
得
す
る
学
び
」の
姿
を
求
め
て
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
茨
城
か
ら
会
員
が
都
内
の
会
場
校
に
集
ま
っ
て
来
る
。

若
手
か
ら
中
堅
、
そ
し
て
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
い
層
の
教
員
が
、
常
に
三
十
名

近
く
参
加
す
る
。 

 

『研
究
は
厳
し
く
、
人
間
関
係
は
和
や
か
に
』を
合
言
葉
に
毎
月
一
度
集
ま
り
、

互
い
に
学
び
合
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
五
月
に
は
月
例
会
が
四
五
〇
回
と
な

り
記
念
す
べ
き
五
〇
〇
回
も
視
野
に
入
っ
て
き
て
い
る
。 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」は
、
故
石
田
佐
久
馬
代
表
の
遺
志
を
引
き

継
ぎ
「吾
以
外
皆
我
師
」を
モ
ッ
ト
ー
に
学
び
続
け
て
い
る
。
月
例
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
も
と
に
、
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
全
国
大
会
（毎
年
七
～
八

月
）で
、
発
表
す
る
会
員
も
多
い
。  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

近
年
五
年
間
の
日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
全
国
大
会
の
研
究
テ
ー
マ

を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

二
〇
一
四
年 

第
五
十
回 

埼
玉
武
蔵
野
大
会 

(

埼
玉
県
新
座
市
）  

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

～
国
語
教
育
温
故
知
新
～ 

二
〇
一
五
年 

第
五
十
一
回
多
摩
東
京
大
会  

(

東
京
都
立
川
市
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

～
ど
の
子
も
輝
く
国
語
の
教
室
～ 

二
〇
一
六
年 

第
五
十
二
回
茨
城
取
手
大
会  

(

茨
城
県
取
手
市
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

 

～
自
ら
学
び
、
み
ん
な
で
学
ぶ
国
語
の
教
室
～ 

二
〇
一
七
年 

第
五
十
三
回
伊
豆
熱
川
手
大
会 (

静
岡
県
東
伊
豆
町
） 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る 

～
国
語
科
に
お
け
る
「深
い
学
び
」と
は
～ 

 

日
本
国
語
教
師
の
会
「欅
の
会
」の
会
員
は
、
全
国
大
会
の
テ
ー
マ
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
自
分
で
興
味
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
授
業
実
践
を
通

し
て
追
求
し
、
年
一
回
月
例
会
で
提
案
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。 

            

 


